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資料

東京高等師範学校附属小~)II 導水戸部寅松の業績と書字教育論(2 ) 

一一資料編一一

鈴木貴史

はじめに

本稿は，大正邦]のi童話科「書キ方Jにおける書字教育論を先導した人物として東京高等師範学

校附属小 (tj、，~ I東京高師間小J)司11導であった水戸部寅松を取り i二げ， I ( 1 )理論編Jを補完す

るための資料を提示することを自的としている。具体的には，水戸部の業績を概観するための資

料となる著書，雑誌『教育研究』に掲載された記事のリストを提示する。本稿では，水戸部の書

字教育理論だけにとどまらず 水戸部の業績と書字教育理論の全体像を捉えるための基礎資料と

することを企図しているため， r教育研究jにおける水戸部寅松名義で、執筆された記事のタイトル
を網羅しており，さらにその内容に!ι じた分類を試みている。

資料 1 水戸部寅松 主要著書リスト

No. *干名 著者 tJ¥版fド !
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l主!定教科書I'W拠 全科教案W'J及教 立柄数{変・水戸rmI立松 1905 (lljJiti 38) .10 白黒慾I;f{

J受'2::制導

小学校教授}号 事法2主主F7:i教授1l: 水戸苦11'dr松・本iO小ー 1913 (大正 2) 1] ~1J il} 1;1; 

実際的小学校教佼/1::.. J'. 小泉又 ・7)，戸許1Is.l:松 1913 (大正 2) 大日本国審

実際的小学校教授法・ iご 小泉又一・水戸在11:;;誌か 1918 (大正 7) 大 1]:;t王間警

;退;ブ7教J受の実際的来irj~ iJ長 水戸部資松 1921 (jc 1仁 10) 大日本"j!:Wi'会

6 賞八3 習 :.y~ 7}(戸存11s.l:松述 出版 fi~ 不明(大正 実業之 1:1;本1'.1:術開'OQ'

10-12 '1三L長と推定) 業講習合

!渓筆書;法及教授の実際 7}(戸 {f!)五ri1'; 1922 (大正 11) 目黒塗!万

8 数料精説珠算数J受真義 水戸苦1¥寅松 1925 (チミj[14) [1 思惑};1;

議:7j科教育Ii司答: 水戸告11災松 1930 (1l;'3平115) JE芝生!主1事1;1;

10 1攻洲航路の珍えIlil 有少'1に理主 水戸存11寅松孝喜一 1930 (Il日平115) 1l{J，々はH益iJ'5

かせたい

11 軌近欧米国民教育;手続 水戸音11寅松 1931 (Bg和 6) .9 教育|石i志合

12 毛筆書法及教綬之実|探 水戸宮11東松 1931 (IlB平!I6) .9 iヨ県警J;l;

13 書道精;説と警ブJの新指導法 水戸行11]立松 1934 (!lJ1，手JI9) 私一文字1':1:f長j古
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資料 1は，水戸部の主要な著書のリストである。ここでは，実際に所蔵を確認できたものに限

って掲載した。 I( 1 )理論編Jでも述べたように，水戸部は， 1902(明治35)年に東京高師附小訓

導となった当初，全教科に渡る研究をしていた (No.1，No.3-4)。

その後は，主に「書キ方j教授法にl認する著作を多数出版した (No.2，No.5-7， No.9， 

No.12-13)。とりわけ1921年tj，l¥年は 硬筆，キHl字，速書など，水戸部の実用主義的な「書キ方j

教授法が確立してきたH寺期である。さらに，毛筆についても，基本文字，練習文字など効率的に

基本点部，開架結構を学習する理論が展開された (No.12)。

NO.10および、NO.llは 東京高師約小退職後に欧米の学校教育を視察した後に記されたもので

ある。

資料2 水戸部寅松『教育研究j掲載記事リスト(水戸部寅松名義のものに限る)

No -¥ミyL illil蕊 元号 Jj タイトル 分知

1904 iYlifi 37 入学後卜五日/1l1の児童取扱方 その{也

尋常11、学科第一学年 第術教授Lのiiifl!lJkill 算数

4 尋常小学科第一学年 算術教授上の訪問魁 U)l;fIIj) 算数

8 尋常小学科第一学年 第術教授上の諮問題(承iili) 算数

尋常小常手!第一学年 第術教J受jこの訪問題(承;前) i奇数

6 8 II iili絡せる教授案作'-IJ (尋常n二学年) 国 ~1~

10 1905 ゆ1I台38 王寺.常小学科115一学{f. ~奇ー討す教授 Jニの諸問題 (承前) 算数

8 11 尋常小~:科第二学年 第術教授上の訪問題 (i孜前) 算数

17 8 算術の応用問題 1存数

10 18 m術のj芯m問題(統) 3申1数

11 19 10 l可学年の児童を 学級以上{二分つ場合に優劣をもってするの その他

可否

12 21 12 尋常小学科第三学年 第術教授上の諸問題 算数

13 30 1906 191 i合39 尋常科における分数教授 算数

14 32 11 読プf教J受案{ナ~J i翠務

15 33 12 ラッ I~'l専二i の講義を l[怠く 海外教育

16 36 1907 Iljj iii 40 本校における学校と家庭との連絡につきての質問に答ふ その他

17 39 家庭に於ける後w:法 その{也

18 42 9 ノj、数采法及|徐法教授 勢:数

19 45 12 参綴人の質1m その他

20 46 1908 IYii会41 今後の教育者 その他

21 47 除法の初歩教授 算数
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22 50 分数来法及び除法教授 王手数

2:3 51 6 高学 'q.~ の読 Jj 教授 i亘I~長

24 52 高学年の読方教授 [ill ~1:f 

25 54 高学年の ~)Ï )j教授はうでき) i詣話

26 ::>t) 10 災科教授と教法 その他

27 58 1909 lリli台42 学校生f苫の瓦!.:仮を笠む その他

28 64 J丘思潮 iヨ学主義 海外教育

29 65 8 お[Jえの絵JJHにIiav、て その{也

30 69 12 教育ーに i拐する j;)11 勅 ~?t街i 本文のお(j受に!，rtいて 修身

31 78 1910 ilj灯台 4:3 話芸}j教授に!i，tきて I.EI符 f若干キ/iJ 

32 88 1911 Iljji台44 実際的教授段階 その他

33 89 8 実際的教授s':I筏(;-1':iiij) その他

34 90 実際的教J受段階 (l~ ïÎíj) その他

35 94 1912 IYi i台45 i1Iび議;ブJ教授に就いて i五If;吾 「君主キブ5'J

36 97 読本文叢の11又抜 11n fiff 

37 98 読本文章の.!&i及(前f}の続き) !万dH

38 100 初等教育は今の{設でよし、だらうか その他

39 101 1912 大正 l 児蛍身体発達状況調査 体育

40 102 9 修身教授段際と各種教材 修身

41 104 11 修身教授段階と各種教材 修身

42 105 12 iillll主練習に就いて 同誌 i警キ})J 

43 106 1913 大:iE2 総i字:毛tfi教授 国誇「議:キブ;J 

44 107 初r手:毛111:教綬(つつき) 包括 f主主キ jjJ 

45 108 読方、綴}5の述|規的取扱の一例 1]iJ ~長

46 109 4 設ブ了、綴方のi車関的取扱のー{タ'1) l主11¥吾

47 115 10 者1tjj手本批評の焦点 国RitI繋キ jjJ 

48 116 11 導一最初の毛筆啓;方教授 国務「警キカ j

49 119 1914 大正 3 行書教授 l'ill Nlf r iAfキブ:iJ 

50 120 lri'iさ手数教授の研究 i車i数

51 130 II 分数教授の研究 算数

52 133 1915 大正 4 片仮名数字平仮名の苦手法 国務「議;キ7:iJ

53 135 片仮名数字平仮名の挙法(つづき) I'illRlf r誕;キゴ';J 

54 137 偶然結構のA;本練習 国誇「菩キブ)J 

55 138 6 {本脊奨励の効果 体157
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56 139 新{本i換J4J応i去の体育状況 体育

戸D内J 140 m( f，i'i に於ける~!~4!'/J 1M!題の取扱 1器;数

58 ]:11 鈎:術にJiをける ill物問題の!訟数 (if"iiij) 算数

59 142 10 iill~章一の数段と紛で，\J 第~{

60 ]:15 12 Hリ 1~i't 1l 教J乏の研究 I]~ ，詰

61 146 1916 j、、J1e5 illi笈説明!il大築の竹τ方 国，j!¥ rおキカ j

62 147 総統及び読)]~~!管法 l :í~【~fl

G:"l 150 文字Jit1つのiii-'lls:的l!izt1え IEI ~I{ r苔キ)iJ

64 151 文千 ~ti 匂の iií1 J応 fドJll'z J及(つづき) [l~ ~ii 註キ 7:ij 

65 165 1917 大百:6 平仮名書 )j 教 J交の当~~ lU~ 国立キ)]J 

66 169 w十l!又lこっきて i玉.j~l~ 

67 17:3 12 級文のi訟J及{こ就いて mlH 

68 188 1919 大 iE8 l，~本総~ :rll 文字の ~l 研究 i型 !~at r-i!}キ)j"J 

69 195 9 l五-1Mfib.le本ぷ}ー-i9'~ 千・ 0コ警 )j- l司お長キ)jJ 

70 197 10 l'RIIT7t読本iJLJ巻漢字の事方 (fliH'Jのつつき) 国 ~fr 1*々 ブ)J 

19R 11 rru Jit ?t1e本凶巻漢字の定 /i (Iiij ljーのつづき) /_i~] J!f片品キ}iJ

72 201 1920 )(JE 9 教育改ii主の その{也

?;3 205 i到Jlt;tlし本ゴ巻 i:)~et:の長一 )j IF~ ，m 議J キ )j"J 

74 206 /i，J，1百読本三{f:;英字の書)J (ii/y qのつづき) Uq ii!i I i答キ)jJ 

i，;) 210 『文』に!拐する論争と J1;の帰趨 111 Ui 

7G 214 11 i!J方教授お11Flの編成に就いて Il~Mi r 議キ/jJ

222 1921 )( Jビ10 H+ '界一Jfj H. としての段、 ml~ の1í1íi {t夜 算数

78 223 f本1宅の税私1案と基本数料 第I紋

79 224 学校ヵ、ら ~(Irr へ;)とめるì!li終 その1m

80 228 伐採級料の料lMR的研究及i似及卜の注意 3車数

81 229 10 Q，1車紋材の組織的研究及lEzl及との注意(続き) 害事数

82 2:30 11 珠算級材の組織的研究及H'zt及jの注意(続き) 算数

83 232 12 f;j;J車級料の組織的研究及i!jj投|二の主i:_~Iを(絞き) 1詩ー:数

84 233 1922 ゾ'， 11'.11 法第一桁'Hljの教科組織(つづき) 算数

85 2~37 成、 l-~I- ~_桁 '1;11 の数料組織(つづき) 算数

86 239 }朱1車三桁'HIIの教材組織(つづき) 事1，&

87 240 q、第二一村iilJl1の教材組織(つつき) 算数

88 2'11 戦近文nの発達と@!築慾方述訟の急務 国oItr落キゴ:iJ

89 242 {必2立を力IJ設した~込))'iNlt三奈の研究 !主Iilitr幾キ )jJ 
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90 248 11 連事務長沼に就いて l訟;m[1品キ方J

91 250 1923 オ;:JE 12 jif:{資二百五 I巻の「教育研究jをながめて その他

92 254 余の使用するお数 ?{ii その他

93 263 10 ドノレトンプランの解{(iJとJJt'i'IJi盛Jij(一一) i1lj外教子?

94 264 11 ドルトンプランのW(ffl!と批判Ji盗}i](がiすのつづき) 海外教育

95 266 12 ドノレトンフランの角平;fljとJtt判Ji@Jii (ji¥;iiij) 海外教育

96 275 1924 大TE1:3 R史家塁手Hの'j!:Ij包)i策 !五1:l1i[おキ):ij

97 276 8 国 ~n学習畿の編纂に就いて mJ布

98 282 1925 大iE14 1m乏の計算 í~)Jl毛 J& 論 算数

99 283 次第数料取扱の)j安i 算数

100 290 政界教授の波!M! 1露i琵L

101 301 1926 オ;:iE 15 新入児五tの学級経常 その{也

102 304 勢)j教{受の段l1iJに答ふ IEl ~If 1詩キ )jJ 

103 310 1927 1l{J，平n2 悲プj教授の将来 [:mUf [務キ j;J 

104 :311 l弓i駁二一i五年 その{也

105 312 !ii:JH額三 i五年(i弘前) その{也

106 344 1929 11託手114 手lt育よりのiilljel そのitl_l.

107 350 12 1輿太平IJ及びi3J)王子科の教育 海外教育

108 353 1930 11託手iJ5 。十太平IJの教育改革 海外教育

109 355 *'問教育の概見 i1ij外教脊

110 356 1U，~の教育に iì，tいて 海外教育

111 358 1:I(j丞の教育lこ就いて (71¥前) 海外教育

112 359 :jg¥j急の教育に就いて (i永吉ii) 海外教育

113 361 8 :jg¥jきの教育lこ就いて(承前) 海外教育

114 362 {ム附i湿の教育 海外教育

115 :.363 10 災留の教育W)J3I~ 海外教育

116 364 11 {ムililfi!!iの教育(永有力) 海外教育

117 :367 1931 118平n6 米国の教育 海外教育

118 368 米[iijの教育 海外教7tT

119 369 olミl豆の教育 海外教育

120 370 4 米l誌の教育 海外教育

121 371 米国の教育 海外教育

122 373 6 欧米教7言ごの鳥I1敢 海外教育

123 376 8 欧米の児童 海外教育
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124 377 10;米の兇益t riif外教育

125 :38:3 19:12 1l{J，平I!7 2 欧米に於ける学校教育の転機 海外教育

126 '155 1936 1l{1平11J 1 10 東京府立 r 宮武教頭の美絞 その{也

資料2は，東京高師附ノトにおいて発足した初等教育研究会発行の雑誌『教育研究jに掲載され

た水戸部寅松名義の論文のリストである。本稿では，水戸部寅松名義で、掲載された126編の論文

をその内容によって， 11翠詰J，語(書キ方)J， 1-算数J，1体育J，1修身J，1 {1~:外教育J ， 1その

他Jに分類した。また，資料2以外にも f教育研究Jには， r天UJJまたは「水戸部天UJJ名義
で， 30編ほどのエッ七イを定期的に掲載している。

資料2について，その分類に応じた内訳を表に示すと資料3のようになる。

資料3 水戸部寅松による『教育研究j掲載記事の内容別分類

分類 論文数

国語(1書キ)TJ を除く) 15 *mi 

2 国語(書キ方) 28編

3 算数 31編

4 体育 3 *長

5 修身 3結i

6 海外教育 24 *お

7 その{也 22 ~稿

126 ~;ffij 

資料3によれば， 1白話j教育に関するものは43編に上り最も多く，そのうち「書キ方j教育

にi決定すると28編になる。また， 1算数j教育への関心も高かったため， 1-算数」に関する論文が

31編掲載されている。ただし， 1算数jの31編のうち， 1910 (明治43)年以前の論文が18編あり，こ

れらは水戸部が[書キ方j教育の研究に力を注ぎ始める前に書かれたものである。残りの13編は

し1ずれも1921(大正10)年以降に掲載された珠算に関する論文である。

その他の論文としては， 1体育jと「修身」については，いずれも1912(大正 1)年までのもの

であり，このことからも大正期に入ってからの水戸部は，実用主義的な「書キ方jと珠算に傾注

していくことが読み取れる。

1 iIu:外教育Jについては，初期には海外の教育学説の紹介などがあるが， 19編は， {毎外視察か

らの帰国後の1929(昭和 4)年以降に各国の事情について記されたものである。また， 1その他Jに

ついては，学級経営にかかわること，家庭教育との連携などの論文がある。

資料2および資料3の全体を見渡した場合，水戸部の教育および研究の関心に二つの転機を見

出すことができる。その一つめは， 1910 (明治43)年から1912(大正 1)年の研究の方向性を「書キ
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方Jに定めてしEく時期である。当時は， Ti主筆よりもまだ毛筆がその理論の中心に据えられていた。

水戸部の転機の二つめは 1921年(大正10)から1923(大正12)年の実用主義が確立してくる時期

である。水戸部はここから，実社会で必要とされる珠算の研究， さらに百更年:をI=IJ心に侃えた

教育理論を碍立していくのである。佐J恭 (2005b) は1920年代の筆記具の状況について，鉛筆が

普及したことを挙げ，鉛筆は， I低民主{ilJiな国産洋紙による学習ノートのl出現と相まって， ヅしご~O

年代には，従前の石盤・石筆に替わって，代表的な学習筆記具の地位を獲得するに至ったjと述

べている。加えて， 1910年代の後半から国産の万年筆の生産が可能になった(佐藤， 2005a)。

最後に，水戸部の実月3主義的な書字教育理論が確立してきた要因のーっとして，こうした

具の変化があったことも触れておかなければならなし、

本研究の一部は， JSPS科研費(若手研究B: 25780486)の助成を受けたものである。
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